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かつ H(X,y)-0 となるのは x-x*,かつ y-y*のときにかざる｡
さて関数 H(x,y)の微分方程式 (2.1)の軌道に沿っての変化を調べると,








































el(x)- γし(旦 )g-1｣,0<g≦ 1
X


































+a(y-y* ) te2(y*)- 82(y日
を得る｡ ここで El(x), 82(y)の単調性の仮定から
(Ⅹ-x*)い1(Ⅹ)- ㌔(x*))≦0,
(y-y* ) (82(y*)- E2(y))≦ 0
とな り
諾 ≦O




明らかに系 (2.4)は周期解を持たない｡また El(x)が言>Oに対して El(言)-0

















とする｡また el(O)>0,言>Oに対 して El(言)-Oとするo
系 (2.5)の窮1象限内の平衡点を考えると, (0,0)と(言,o)は常に平衡点である｡
他の平衡点は 62/b<言の場合に共存状態 (E2/b,el(E2/b)/a)が存在する｡


















次に xoく81/b<言の場合を考察するO 平衡点の近傍において式 (2.3)で与えられる
Hの時間微分を考えると
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? ? ? ?
(2.7)









































と書け p(0)-0, lim JL(x)--となっている｡系の方程式はⅩ~う ∞
〟(x)y
意 - FIX - a T手前 T












を考えると, X,yの値の時間変化は方程式 (2.9)の解 と異って いるが軌道の型 は
(2.9)と(2.10)では全く一致している｡ 従って安定性,周期性の解析は(2.9)のか
















苫 - 81(b- 82)〔XtL'x;(x)} x*LIx'.p,(x*)}〕(〟- p*,
となる｡ここでもとの定義にもどると
x11+〟(x)) a


















旦-(81-βx一 謹 言 )xdt
(2.12)




% - LEI(1･x)- Px(1･x)- ayIx
(2.13)
セ ニト E2(1+ x)+bx)ydt
前と同様 b< e2の場合には捕食者の個体数 yは時間と共に単調に減少 し滅亡-と向かう｡
以後 b> E2と仮定する｡系 (2.13)は増殖率が











i >- T のとき平衡 (7 ,0)梢 定で全ての状態はこの平衡状態- と向b- E2
61- P E2
7 万｢ ≦ ㌃=宣
el
<7 のとき平衡点 (


















生 ニ ト 2+ 浩 ) ydt
で与えられる｡前と同様にしてこの方程式 と同じ軌道を持つ系




b> 82,､82/(b- 82)<El/βと仮定するo (この仮定がやぶれると捕食者が滅亡
する解しか存在 しない｡ )次のような関数 H(x,y)を考える｡
1- 6(i-i*)+(b-642)(x- X*)
(2.17)


















となり大域的に安定となる. 一方 β<El/√野 の場合には f(x)はそれぞれ一つづっの
極大,極小を持つ,その時の xの値を xl, x2とすれば,o<Ⅹ*<Xlの場合には,∫(Ⅹ)


































































































81<e2rl′e2 El2'(r,r,1)E1>82rl'82 el2(rl'r2'<1) 81>82rl′2< El 2' el<さ2rl′82>el2'
(0,ら) 不 安 定 不 安 定 不 安 定 不 安 定
(81,0) 安 定 不 安 定 安 定 不 安 定






























となる｡ 系 (3･12)の安定性を調べる場合には (3.13)で与えられた関数 H(X,y)の
型を調べる必要があるが,上のHが時間と共に単調に減少するという事実から周期解の
存在は否定された｡ (もし周期解が存在したとすれば,その軌道に沿ってd1-1/dt-0
でなければならない｡しかし(3.12)によりd吋dt-0となるのは系 (3.10)の平衡
点のみである｡ )
増殖率がAllee型 とか,競争にスイッチング機構がある等の一役化された競争系にお
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いて,正の領域に複数個の平衡点があらわれる可能性があり,パラメーターの変化によ
ってそれらの平衡点の安定性や個数などが変化する場合がある｡ しかしそれらの挙動は
本質的には一次元力学系と類似したもので,二次元系固有の周期性等の性質は持っていな
いようである｡三感系において周期解が存在することは後の§ 5で示されている｡
(以下次号に続く)
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